
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 活動の目的・趣旨 
   因北地域幼保小連携プロジェクト会議の取組みを通して小学校区の連携力を高め、基本的生活習慣を定着さ 

せることで『小学校につながる力』を育てる。 
◆ 主な活動内容 

○ 教材研究 ：ＣＤ・ＤＶＤ作成                      
 

                      

 

 

 

 

○早寝早起き朝ごはん体操    ○ 家庭教育講座 
 
 
 

○ 生活実態調査の実施 『保育所』 『地域』 

〇 広報紙 『保育所だより』 『子育てＢＯＸ』 

幼保小『因北つくしっこ便り』  

◆ 活動の成果と今後の展望 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

＜保護者啓発と幼保小連携＞ 

 
■ 幼稚園 ■保育所 ■小学校 □中学校 □高等学校 □中等教育学校 □特別支援学校 
□ 児童館 □公民館 □図書館 ■ＰＴＡ □子育て・教育支援団体、ＮＰＯ □企業・事業所 
□ 病院・保健所 □早寝早起き朝ごはん運動・家庭教育支援に関する実行委員会・協議会 
■ 行政（教育委員会）  ■行政（保健・福祉部局） □行政（その他の部局       ） 

■ その他（ 尾道市地域栄養士会，安田女子大学 ） 

 

活動の名称 

団体等の名称 

活動に含まれる（連携している）団体等 

活動の概要 

つながる因北つくしっ子活動 

尾道市立外浦保育所 

今後の展望 
 １ 『生活アンケート』や、『アプローチカリキュラ

ム』により、家庭との連携を継続する。 
 ２ 基本的生活習慣定着に向け教材研究する。 
 ３ 『因北地域幼保小連携プロジェクト会議』の取

組みを継続し、『早寝早起き朝ごはん』の取
組みを地域全体のものとして定着させる。 
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○アプローチカリキュラム『小学校へつながる力』(保護者用) 

 

活動の成果 
１ 保護者の意識が向上し、「早寝早起き朝ごはん」「親子で一緒に遊ぶ」ことが改善できた。 

・早寝早起き朝ごはんの大切さや、具体的な子育ての方法がわかり「できそう」「やってみよう」と意欲をもった。 

２ 子供の生活リズムが向上した。 

・朝起きる時刻が早くなり、寝る時刻も早くなるなど改善してきている。 

・夜型の生活でテレビやゲームをする子供が多かったが、絵本の読み聞かせなど親子の遊びの時間が増えた。 

 ３ 保護者用アプローチカリキュラム『小学校へつながる力』を作成し、保護者と幼保小が見通しをもち連携できた。 

   ・就学を見通して、各年齢の生活全般について育てたい力を共有できた。 

年齢別に保育所と家庭ですることを具体的に示した 
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